
この春卒業した先輩たち（平成31年度入学生）

「もりすけ」活用の報告

守谷高校オリジナル手帳、通称「もりすけ」を３年間使った先輩

たちに卒業前にアンケートを実施しました。

３月１日、多くの先輩たちは希望進路を実現して晴れやかな顔で

学び舎を巣立っていきました。



３年間の手帳活用を振り返って･･･

とても+
活かされている

７５％

とても+
役に立つ

８１％

１年生の時に80％近い生徒が「もりす
け」を活用できていた。２年、３年と
継続して活用できていたことがグラフ
からわかる。
さらに導入当初は「聞く力・書く力」
がつくというのをねらいとしていたが，
最終的に「自分自身の生活を振り返る
ことの大切さ」に気づけた３年生がか
なり多くいた。これは手帳の活用を通
してメタ認知力が育成されたというこ
とになる。

とても+
必要

７９％



〔先輩たちのつぶやき・・・〕
・学校生活マストアイテム。自分を助けてくれるヤツ。
・進路に活用する上で大変ありがたい物だ。
・社会人になる練習。
・頼りになる存在。メモをする習慣が身についたことで忘
れることが少なくなった。

・自分の生活や自分自身を見直せるもの。
・自己管理をするのに大切な存在。もりすけ、ありがとう。
・もりすけに毎日学習時間を記録したり、その日の予定を
書いたり。もりすけを見れば自分の生活の乱れなどもひ
と目でわかる。それを見て、改善しなくてはと思う。
・考査の記録を書いておくと自分がどれだけ伸びたのか、
逆に伸びていないのかがわかり、次へのモチベーション
になる。

・予め見通しを持って生活する事の大切さ学んだ。行き当
たりばったりはダメ！

・「振り返り」ってよく聞くけど、振り返りって必要かも
と思うようになった。


